
　

高齢者の活躍の場づくり等に関する調査結果
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て
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会
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長
―
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特集　「人生二毛作社会」の実現に向けて

　

南
あ
わ
じ
市
が
抱
え
て
い
る
最

大
の
課
題
は
、
急
激
な
人
口
減
少

と
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
で

す
。
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
高
齢
化
率
が
33
・
５
％
と
約

３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
年
金
・
医
療
・
介

護
の
分
野
に
お
い
て「
支
え
る
人
」

と
「
支
え
ら
れ
る
人
」
の
バ
ラ
ン

ス
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

（
イ
メ
ー
ジ
図
❶
）。

　

厚
生
労
働
白
書
に
よ
る
と
、
高

齢
者
を
支
え
る
現
役
世
代
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
１
９
８
５
年

に
は
高
齢
者
１
人
を
支
え
る
現
役

世
代
は
６
・
６
人
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
５
年
は
２
・
３
人
に
減
少

し
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
る
２
０
２
５
年
に
は
１
・
９
人

ま
で
落
ち
込
む
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
淡
路
島
で
は
労
働
力
不

足
が
慢
性
化
し
、
特
に
介
護
・
観

光
・
保
育
現
場
で
は
、
募
集
を
し

 

高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業
と
は

 

現
状
と
課
題

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
地
域
活
動
や
人
手
不

足
の
分
野
で
の
お
手
伝
い
な
ど
、

シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
の
場
を
拡
大

し
、
健
康
保
持
に
よ
る
医
療
・
介

護
費
用
の
低
減
や
各
分
野
の
人
手

不
足
の
解
消
を
め
ざ
し
、「
高
齢

者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

平
成
30
年
10
月
か
ら
当
事
業
の

試
行
実
施
を
行
い
、
各
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
高
齢
者
の
社
会

参
加
の
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
配
膳
や

ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
、
保
育
施
設

で
の
日
曜
大
工
や
読
み
聞
か
せ
な

ど
、
各
施
設
や
高
齢
者
の
方
々
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
専
門
職
で

な
く
て
も
で
き
る
業
務
を
取
り
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
画
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
活
動
の
担
い
手
の
発

掘
、
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
へ
の
支

援
、
事
業
の
周
知
を
図
り
、
参
加

者
の
裾
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

参
加
の
「
き
っ
か
け
」
の
一
つ
と

し
て
「（
仮
）
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ

ン
ト
」
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
シ
ニ
ア

て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
シ
ニ
ア
世
代
に
、
で
き
る
だ

け
社
会
を
支
え
る
側
に
立
ち
続
け

て
い
た
だ
き
、
仕
事
や
地
域
活
動

な
ど
の
社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が

い
や
喜
び
を
通
じ
て
健
康
を
保
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
方
で
、
本
市
の
65
歳
以
上
の

就
業
率
は
全
国
平
均
や
県
平
均
と

比
べ
約
２
倍
と
高
く
、
ま
た
女
性

の
就
業
率
も
54
・
３
％
と
同
平
均

よ
り
約
10
％
高
い
状
況
で
す
。
加

え
て
、
合
計
特
殊
出
生
率
１
・
83

は
兵
庫
県
下
で
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、『
シ
ニ
ア

は
元
気
に
働
き
続
け
、
女
性
の
多

く
が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
子
だ

く
さ
ん
で
あ
る
』
と
い
う
、
我
が

国
が
め
ざ
す
20
年
先
を
表
し
て
お

り
、「
一
億
総
活
躍
社
会
に
最
も

近
い
ま
ち
」で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

層
が
長
く
社
会
を
支
え
る
側
に
立

ち
、
そ
の
生
き
が
い
、
喜
び
を
通

じ
て
健
康
を
保
つ
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
結
果
「
健
康
寿
命
の
伸
長
」

が
図
ら
れ
ま
す
（
イ
メ
ー
ジ
図

❷
）。
そ
し
て
、
参
加
に
対
す
る

「
き
っ
か
け
」
と
継
続
す
る
「
は

げ
み
」
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
寄
与
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

活動分野 活動事例

学校
片付け、校庭の水やり、草引き、日曜大工、
外国人講師の生活サポート、防災教育の支援

保育所・幼稚園
配食、片付け、園庭の水やり、草引き、日曜
大工、絵本の読み聞かせ、一緒に歌う

高齢者福祉施設・
介護施設

配膳、片付け、館内整備・掃除、日曜大工、
ベッドメイキング

吉備国際大学
学生に対する就農支援や学習支援、各種学習
講座への参加

　高齢者の活躍の場づくりに向けて、平成 29年度に
施設・団体や高齢者の方にアンケート等により調査を
行いました。調査結果は次のとおりです。

（１）ニーズ調査結果（聞き取り調査）
　高齢者福祉施設や保育現場をはじめ、社会福祉協議
会、シルバー人材センター、吉備国際大学など働く場
におけるニーズ調査（聞き取り）を実施し、高齢者が
活躍できる活動を洗い出しました。

（２）高齢者へのアンケート調査
　活動の主体となる高齢者に対し、❶本事業の認知度
向上❷就労に関する意向❸「（仮）まちづくりポイン
ト」制度の対象活動への参加意向などの把握を目的と
して、全数アンケート調査（対象者 10,764 人、60

歳～ 74歳）を実施。約６割（6,335 人）の人に回答
いただきました。特筆すべき内容は次のとおりです。
◆対象活動への参加意向を持つ人が半数
　地域活動やお手伝いなど、「（仮）まちづくりポイン
ト」の対象活動（候補）への参加意向について、意欲
があると回答した人が、それぞれ約 40～ 70％となっ
ており、多くの人が各種活動への高い参加意欲を持た
れていることが伺えました。一方で「参加してみたい
が自信がない・きっかけがない」と回答した人が約
20％でした。今後活動に参加する「きっかけ」をつ
くり、参加促進につなげていきます。
◆「活躍の場」の創出が必要
　全体の約半数（52%）の人が、「活動に参加したい
と思わない」と回答し、理由の半数を占めるのが「体
力的に難しい」でした。身体的な負荷を考慮した時間・
内容で「活躍の場」を創出していくことが重要である
と考えられます。
◆その他の意見
　「参加したいが、車が無い」「何かあったときの責任
の所在」など、今後検討が必要な意見がありました。
　一方で、「今はフルタイム勤務だが、仕事を辞めて
から参加したい」「英会話やパソコンなど、特技を生
かしたい」など前向きな意見もいただきました。

【合計特殊出生率】【高齢者の就業率】

（イメージ図❶）「支える人」と「支えられる人」のバランス

（イメージ図❷）「支える人」と「支えられる人」のバランス

（出典）兵庫県ＨＰ統計情報（出典）平成 27年国勢調査
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現在

高齢者も社会を支える側に！

将来

目指す方向

高齢者の活躍

人生二毛作社会…高齢者等がこれまで培ってきた豊富な経験や高いスキルを、別の分野で
　　　　　　　　活用するなど生涯にわたって活躍できる社会。


